
安曇野市

実施方法及び数値目標は、実績で評価します。また、講習会において介護支援専門員へのア
ンケートを実施し、理解度を確認するとともに実施方法の要望、改善点を確認します。

２　現状と課題
(1)  ケアプラン点検の実施

介護支援専門員へのケアプラン点検は、利用者が真に必要とする過不足のないサービスを事
業者が適切に提供するために、介護支援専門員の資質向上とケアプランの質の向上を図る上
で重要な取組です。本事業は継続的に実施をすることが効果的であり、実施方法を工夫・変
更しながら進めることが必要です。また、点検後の支援を地域包括支援センターと実施する
など、点検効果を高めることが必要です。

４　目標（事業内容、指標等）

３　第７期における具体的な取組
(1)  ケアプラン点検の実施

地域包括支援センターと職能団体の長野県介護支援専門員協会と連携をとり、実施をしま
す。点検において明らかになった問題点や課題を事業所間で共有する取組を行います。有料
老人ホームやサービス付き高齢者住宅など、インフォーマルなサービスとフォーマルなサー
ビスが併用される事業所や、介護予防・日常生活支援総合事業など軽度者への点検について
も実施について検討します。

l  評価の方法

取組と目標に対する自己評価シート（フェイスシート）

保険者名

５　目標の評価方法

l  時点
■中間見直しあり   □実績評価のみ

(1)  ケアプラン点検の実施

実施方法は、選定した居宅介護支援事業所の全介護支援専門員へのケアプラン点検とそこで
明らかになった課題等に対し、市内全事業所を対象に講習会を実施します。点検対象数の数
値目標は、H30年度は150プラン、令和元年度は180プラン、令和２年度は200プランとしてい
ます。

(1)  ケアプラン点検の実施

１　タイトル 　介護給付適正化の推進



(1)  ケアプラン点検の実施
○評価【A】
○理由（根拠となる指標、アンケート結果等）

３　自己評価結果

(1)  ケアプラン点検の実施

【ケアプラン点検】
・10事業所へケアプラン点検を150件実施した。長野県介護支援専門員協会の外部講師と地
域包括支援センターによる点検は、介護支援専門員一人に対して30分のケアプラン点検を25
件実施した。点検時は、事業所内で課題を共有し、事業所内での研修につながるよう管理者
を必ず同席させた。また、報酬算定の基準、体制加算などの確認のためのコンプライアンス
点検を125件実施した。実地指導にもつながるよう、居宅介護支援事業所指導担当とともに
実施した。コンプライアンス点検により疑義のあった21件は、事業所へ再確認及び理由書等
の提出を求めた。結果として、計画の見直しにより給付費が下がったケアプランが２件あっ
た。
・過年度のケアプラン点検のフォローアップとして、１事業所６件を実施した。

【ケアプラン点検講習会】
・ケアプラン点検で確認した共通の課題、点検結果の講評のために、市内全事業所向けに講
習会を実施し、78名の参加があった。
・自立支援に資するケアプラン作成として、演習を実施した。

２　実施内容

取組と目標に対する自己評価シート

保険者名

１　年度 平成30年度

後期（実績評価）

安曇野市

ケアプラン点検数は計画どおり実施できた。また、実施方法は、ケアプラン点検、講習会を
実施できた。講習会におけるアンケート結果では、９割を超える介護支援支援専門員から、
ケアプラン点検の講評結果について、「理解できた、おおむね理解できた」と評価をいただ
いた。とくに外部講師によるケアプラン点検及び講習会の演習は、わかりやすく勉強になっ
たとの記載があり、満足度が高かったことがうかがえた。

４　課題と対応策
(1) ケアプラン点検の実施

・第７期介護保険事業計画に沿って、点検をすすめ、３か年で市内全事業所（30事業所：平
成31年3月31日現在）を実施する。また、ケアプラン点検において課題の多かった事業所
は、事業所内での改善を確認するため、翌年度点検を実施する。
・対象とするケアプランの選定は、国保連の給付実績を活用し、適正化に資する案件を選定
していく。事業所内の介護支援専門員の受け持ち件数や適正化に該当する件数によっては、
介護支援専門員への点検数が異なることがあったため、一人に対しての点検数が均一になる
よう努めていく。
・要支援者、事業対象者へのケアプラン点検について、県内の状況を把握して実施方法を検
討していく。


